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（女性関連施設管理職コース）

 
１ 趣  旨   男女共同参画社会の形成に向けた女性関連施設・団体の役割を認識し、地域の男女共同

参画を積極的に推進するリーダーとして必要な知識、マネジメント能力、ネットワーク力を身
につけるために、高度で専門的な研修を行う。 

 
２ 研修目的   本研修は、地域で男女共同参画を実現するために、女性関連施設管理職、団体リーダーと

してのエンパワーメントと連携・協働関係の構築を支援することを目的としている。 
 

３  特   徴   この研修は、 
・男女共同参画の視点を持ち、実態把握・課題分析を行い、実践に結びつける 
・女性関連施設管理職と団体等のリーダーとの関係力・連携力の向上 
・実践事例の重視 
・研修の成果を地域に持ち帰って実践し、振り返り、さらなる事業や活動へいかすというサイ
クルを考えたプログラムの構成等 
を特徴としている。  

 
４ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館 
 
５ 共  催  特定非営利活動法人全国女性会館協議会 （管理職コースにおける共催） 

６ 会  場  国立女性教育会館 
        
７ 期  日  平成２１年６月１８日（木）～ ６月２０日（土） ２泊３日 
 
８ 対  象  公私立女性会館・女性センター、男女共同参画センター等、男女共同参画社会の形

成に向けた拠点としての女性関連施設の管理職、男女共同参画行政担当者等 

９ 日程・内容 
月 日 時 間 プログラム 

6/18（木） 

 

 

 

10:00～12:00 
 
 
 
 

 

プレ・ワークショップ「男女共同参画社会の基礎知識と情報・データの活用」     
主に初任者を対象として、日本における男女共同参画推進の歴史的背景など

基礎知識を学ぶ。 
また、実態把握の 1 つの方法として男女共同参画統計を読み解く手法を身につ

ける。 
 講師:中野 洋恵  国立女性教育会館研究国際室長・主任研究員    
    森  未知   国立女性教育会館情報課専門職員 

 13:00～13:20 開会      

 

 

13:20～13:50 
 
 

 

講義「男女共同参画を推進する視点とは」                    
地域で男女共同参画を推進する際に必要な男女共同参画の視点について

理解を深める。 
講師:神田 道子  国立女性教育会館理事長 
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6/18（木） 

 

 

 

 

 

14:00～15:45 
 
 
 
 
 

 

講義「男女共同参画社会形成に向けた今日の政策課題」             
関係府省及び主催機関による説明を行い、男女共同参画社会形成に向けた 
今日の政策課題についての理解を深める。 
講師:塚﨑 裕子 内閣府男女共同参画局推進課長 
講師:髙口  努  文部科学省生涯学習政策局男女共同参画学習課長 
講師:宮邊 香奈 厚生労働省雇用均等・児童家庭局職業家庭両立課法規

係長 
講師:和氣 太司 国立女性教育会館理事 
講師:大野  曜  特定非営利活動法人全国女性会館協議会理事長 

 16:00～17:00 
 

討議「課題整理のためのディスカッション」                          
各施設及び自団体・地域が抱える問題を整理し、課題を抽出・共有する。 

 17:00～18:00 
 

見学・説明「国立女性教育会館 女性教育情報センター、女性アーカイブセンタ
ー」（＊希望者のみ）                                                 

 19:00～20:30 情報交換会 

6/19（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

9:00～11:30 
 

ワークショップ「男女共同参画の課題を解決するための事業のあり方」         
男女共同参画の課題を解決するための事業のあり方について、講義と事例報

告を受け、ディスカッションを行い、課題解決に向けた実践力を付ける。 
講義「男女共同参画第２ステージに向けた具体的課題解決に結びつく事業のあり

方」 
講師:岩田 三代 日本経済新聞社論説委員 

事例報告 
① 「困難な状況にある若い（10 代 20 代）女性への支援事業」 

報告者:桜井 陽子 財団法人横浜市男女共同参画推進協会理事・統括
本部長 

② 「農業女性のＩＴ活用起業支援事業」 
報告者:加藤 圭二 山梨県立男女共同参画推進センター 

(ぴゅあ総合）企画指導担当リーダー主査 
ディスカッション 

 12:30～15:00 
 

ワークショップ「組織のエンパワーメントをどう推進するか」              
男女共同参画の課題を解決するため、組織のエンパワーメントをどう推進するか

について、講義と事例報告を受け、ディスカッションを行い、実践力を付ける。 
講義「男女共同参画第２ステージに向けた基盤強化のためのマネジメントのあり方」 

講師:安藤 博子 株式会社キャリアネットワーク常務取締役・経営企画室長 
事例報告 

① 「マネジメント力強化のために」 
報告者:森屋 裕子 尼崎市女性センター所長 

② 「状況変化に対応する組織とは」 
報告者:森谷 拓之 財団法人せんだい男女共同参画財団専務理事・事

務局長／仙台市男女共同参画推進センター(エ
ル・ソーラ仙台)館長 
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 15:15～16:15 
 
 
 

講義「社会情勢の変化と男女共同参画の推進」                   
我が国を巡る社会情勢の変化が男女共同参画推進に与える影響及び男女共

同参画推進の必要性について理解する。 
  講師:潮谷 義子 長崎国際大学学長（前熊本県知事） 

 16:30～17:10 
 
 
 
 

報告「調査研究『連携・協働による実験プログラム』」                         
女性関連施設に関する調査研究の一環として会館が実施した「連携・協働によ

る実験プログラム－地域づくりに参画する女性人材が育つために」についての報
告を受ける。 
  報告者:高橋 由紀 独立行政法人国立女性教育会館研究国際室研究員 

 17:10～17:30 
 
 
 

実践報告「連携・協働による実践」                                        
連携・協働による実験プログラムで作成した計画に基づき行政・施設と連携し

て地域協議会で実践した事例の報告を受ける。 
  報告者:波多野 千津子 浜松市ともづなの会代表 

 19:00～20:30 
 
 
 

講演「韓国における男女共同参画施策についての動向」（＊希望者のみ）      
配偶者等からの暴力防止など韓国における男女共同参画施策についての

動向についての講演を聞く。 
  講師:イー・ウンヒ 大韓民国女性部 
            独立行政法人労働政策研究・研修機構招聘研究員 

 19:00～21:00 
 

自由交流 
 

6/20（土） 

 

9:00～11:10 
 
 
 
 
 
 

ワークショップ「連携・協働の深め方」                  
  男女共同参画を推進するため、連携・協働の深め方について、講義と事
例報告を受け、ディスカッションを行い、実践力を付ける。 
講義「男女共同参画第２ステージに向けて、管理職に求められること」 

講師:渡辺 三枝子 立教大学大学院特任教授・総務室調査役 
事例報告「管理職を育てる」 

報告者:氏家 義男 大阪市立男女共同参画センター前企画課長 
ディスカッション 

 11：25～12:35 
 
 

全体討議「新たな連携・協働を目指して」                                   
ワークショップで話し合われた内容を元に、新たな連携・協働のあり方につ

いて討議を行い、全体で共有する。 

 12：35～12:40 
 

ふりかえり 

 12：40    閉 会                  

10 事業実施概要 
今年度は、より参加者のニーズを把握しプログラムに反映させるように努めた。具体的には、会館が調査し

た女性関連施設・女性団体が抱える課題や参加者のニーズから、地域で男女共同参画を推進するための課 
題を明らかにし、第２ステージ実現に向けて「事業のありかた」「組織のエンパワーメント」「連携･協働関係の構
築」をテーマにコース別ワークショップを実施した。また、全プログラムを通じて質疑をとる、協議の時間を多くと
る等、相互の意見交換を多く取り入れるようにすることで、参加者の主体的な学習の場を確保し、実践に役立
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つ研修となるように留意した。なお、取り上げる事例に関しては、報告する事例内容を精選し、できるだけ有効
な手がかりを学べるように努めた。 
  参加者からは、「非常に充実した内容で、大きな気づきがあった」「男女共同参画センターに求められてい
る役割を認識できた」「今後の取組への指針となった」等、女性関連施設等の管理職の役割を明確にし、地域
での推進の手がかりにつながったという意見が挙げられた。 

フォローアップ調査では、「事業の企画・運営に役立てた」「来年度事業や予算に反映させた」という報告が
みられた。 
 (1)参加者について 

① 定員  50名   参加者 62名（女性44名 男性18名 ） 
② 内訳  館長･センター長30.6％ 副館長8.1％ 理事長4.8％ 理事･事務局長9.7％ 部課長17.7％  

他29.0％ 
③ 地域バランス  北海道･東北8名 関東･甲信越25名 中部･北陸11名 近畿6名 中国･四国6名  

九州･沖縄6名 
(2)満足度について 

   参加者 89.6％（非常に満足37.5％ 満足52.1％） 
(3)有用度について 

   プログラム有用度 96.2％（非常に有用54.9％ 有用41.3％） 
(4)目標達成度について  

   ・男女共同参画についての視点･考え方を身につけることができた。（97.5％） 
   ・男女共同参画政策に関わる国の施策･動向を理解することができた。（97.4％） 
   ・実態把握、分析のための方法について、知識情報を得ることができた。（91.2％） 
(5)フォローアップ調査  

   アンケート集計結果（サンプル数42 回答29 回収率69.0％） 
   反映度 93.1％ （大いに役立っている24.1％ ある程度役立っている69.0％） 
 

11 都道府県別参加者数 
都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 

北海道 １ 埼玉県 ８ 岐阜県 １ 鳥取県 ２ 佐賀県 １ 
青森県 １ 千葉県 ２ 静岡県 ３ 島根県 － 長崎県 － 
岩手県 １ 東京都 ７ 愛知県 ２ 岡山県 １ 熊本県 １ 
宮城県 １ 神奈川県 １ 三重県 １ 広島県 － 大分県 － 
秋田県 ２ 山梨県 １ 滋賀県 ２ 山口県 － 宮崎県 １ 
山形県 １ 新潟県 ２ 京都府 １ 徳島県 １ 鹿児島県 ２ 
福島県 １ 長野県 １ 大阪府 １ 香川県 － 沖縄県 － 
茨城県 １ 富山県 ２ 兵庫県 ２ 愛媛県 １ 無回答他 － 
栃木県 ２ 石川県 １ 奈良県 － 高知県 １ 合  計 ６２ 
群馬県 － 福井県 １ 和歌山県 － 福岡県 １  
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12 目標達成度                                                      (%) 

  
十分達成で
きた 

おおむね達
成できた 

あまり達成
できなかっ
た 

達成できな
かった 

合計 

１．男女共同参画についての視点、考え方を
身につけることができた。 20.0 77.5 2.5 - 100.0 

２．男女共同参画政策に関わる国の施策・動
向を理解することができた。 13.2 84.2 2.6 - 100.0 

３．女性関連施設や団体の現状と課題を把
握・認識するとともに、自施設・団体の位置
や課題を明示化することができた。 

17.1 70.7 9.8 2.4 100.0 

４．実態把握・分析のための方法について知
識・情報を得ることができた。 11.8 79.4 8.8 － 100.0 

５．地域で男女共同参画を推進していくため
に、実践に役立つ課題解決の方向性や手立
てを得るため（事業企画や活動の方向性を
描く手がかりを得ることができた。） 

23.5 58.8 17.7 － 100.0 

５．地域で男女共同参画を推進していくため
に、実践に役立つ課題解決の方向性や手立
てを得るため（組織運営における課題を明ら
かにし、その解決の方向性や手立てを得るこ
とができた。） 

25.0 59.4 15.6 － 100.0 

５．地域で男女共同参画を推進していくため
に、実践に役立つ課題解決の方向性や手立
てを得るため（地域で男女共同参画を推進
するための連携・協働事業についての手立
てを知ることができた。） 

20.0 63.3 16.7 - 100.0 

６．全国の地域で男女共同参画を推進するリ
ーダーの人々とのネットワークづくりのきっか
けを得ることができた。 

16.1 71.0 12.9 － 100.0 

７．その他 
100.0 - － － 100.0 

管理職コースワークショップの様子 討議「課題整理のためのディスカッション」
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（団体リーダーコース）

 
１ 趣  旨  男女共同参画社会の形成に向けた女性関連施設・団体の役割を認識し、地域の男女共

同参画を積極的に推進するリーダーとして必要な知識、マネジメント能力、ネットワ
ーク力を身につけるために、高度で専門的な研修を行う。 

２ 研修目的  本研修は、地域で男女共同参画を実現するために、女性関連施設管理職、団体リーダ
ーとしてのエンパワーメントと連携・協働関係の構築を支援することを目的としてい
る。 

３ 特  徴  この研修は、 
・男女共同参画の視点を持ち、実態把握・課題分析を行い、実践に結びつける 
・女性関連施設管理職と団体等のリーダーとの関係力・連携力の向上 
・実践事例の重視 
・研修の成果を地域に持ち帰って実践し、振り返り、さらなる事業や活動へいかすと

いうサイクルを考えたプログラムの構成等 
を特徴としている。  

 
４ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館
 
５ 会  場  国立女性教育会館
        
６ 期  日  平成２１年６月１８日（木）～ ６月２０日（土） ２泊３日 

７ 対  象  公私立女性会館・女性センター、男女共同参画センター等、男女共同参画社会の形成
に向けた拠点としての女性関連施設の管理職、男女共同参画行政担当者等 

８ 日程・内容 
月 日 時 間 プログラム 

6/18（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:00～12:00 
 
 
 
 
 
 

プレ・ワークショップ「男女共同参画社会の基礎知識と情報・データの活用」      
主に初任者を対象として、日本における男女共同参画推進の歴史的背景など

基礎知識を学ぶ。 
また、実態把握の 1 つの方法として男女共同参画統計を読み解く手法を身につ

ける。 
講師：中野 洋恵  国立女性教育会館研究国際室長・主任研究員     

森  未知 国立女性教育会館情報課専門職員 
 

13:00～13:20 開会      
13:20～13:50 
 
 

 

講義「男女共同参画を推進する視点とは」                    
地域で男女共同参画を推進する際に必要な男女共同参画の視点について理

解を深める。 
講師： 神田 道子 国立女性教育会館理事長 
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6/18（木） 

 

14:00～15:45 
 
 
 
 
 
 
 

講義「男女共同参画社会形成に向けた今日の政策課題」             
関係府省及び主催機関による説明を行い、男女共同参画社会形成に向けた

今日の政策課題についての理解を深める。 
講師：塚﨑 裕子  内閣府男女共同参画局推進課長 
講師：髙口   努  文部科学省生涯学習政策局男女共同参画学習課長 
講師：宮邊 香奈  厚生労働省雇用均等・児童家庭局職業家庭両立課 

法規係長 
講師：和氣 太司  国立女性教育会館理事 
講師：大野   曜  特定非営利活動法人全国女性会館協議会理事長 

16:00～17:00 
 

討議「課題整理のためのディスカッション」                          
各施設及び自団体・地域が抱える問題を整理し、課題を抽出・共有する。 

17:00～18:00 
 

見学・説明「国立女性教育会館 女性教育情報センター、女性アーカイブセンター」
（＊希望者のみ）                                                      

19:00～20:30 情報交換会          
6/19（金） 

 

 

 

 

 

 
   

9:00～11:30 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワークショップ「男女共同参画の課題を解決するための事業のあり方」         
男女共同参画の課題を解決するための事業のあり方について、講義と事例報告

を受け、ディスカッションを行い、課題解決に向けた実践力を付ける。 
講義「地域の課題解決に向けた事業のあり方」 

講師：廣瀬 隆人 宇都宮大学生涯学習教育研究センター教授 
事例報告 

①  「地域の課題解決と男女共同参画」 
報告者：武内 昭子 ＮＰＯ法人男女平等推進協会えちぜん主任 

②  「男女共同参画を地域で推進する人材養成」 
報告者：髙田 悦子 ＮＰＯ法人働きたいおんなたちのネットワーク理事 

ディスカッション 
12:30～15:00 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワークショップ「組織のエンパワーメントをどう推進するか」              
男女共同参画の課題を解決するため、組織のエンパワーメントをどう推進するかに

ついて、講義と事例報告を受け、ディスカッションを行い、実践力を付ける。 
講義「組織の活性化とリーダーのエンパワーメント」 

講師:河村 暁子   東京ボランティア・市民活動センター主任 
事例報告 

① 「多様な意見を汲み取る組織運営」 
  報告者:加藤 さゆり 全国地域婦人団体連絡協議会事務局長 
② 「地域に根付いたネットワーク」 
報告者:中村 順子 特定非営利活動法人コミュニティ・サポートセン

ター神戸理事長 
ディスカッション 

15:15～16:15 
 
 

講義「社会情勢の変化と男女共同参画の推進」                   
我が国を巡る社会情勢の変化が男女共同参画推進に与える影響及び男女共

同参画推進の必要性について理解する。 
講師: 潮谷  義子 長崎国際大学学長（前熊本県知事） 
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6/19（金） 

 

16:30～17:10 
 
 
 
 

報告「調査研究『連携・協働による実験プログラム』」                         
女性関連施設に関する調査研究の一環として会館が実施した「連携・協働に

よる実験プログラム－地域づくりに参画する女性人材が育つために」について
の報告を受ける。 

報告者:高橋 由紀 国立女性教育会館研究国際室研究員 
17:10～17:30 

 
 

実践報告「連携・協働による実践」                                          
連携・協働による実験プログラムで作成した計画に基づき行政・施設と連

携して地域協議会で実践した事例の報告を受ける。 
報告者:波多野 千津子 浜松市ともづなの会代表 

19:00～20:30 
 
 
 

 講演「韓国における男女共同参画施策についての動向」（＊希望者のみ）     
配偶者等からの暴力防止など韓国における男女共同参画施策についての動

向についての講演を聞く。 
 講師:イー・ウンヒ 大韓民国女性部 
           独立行政法人労働政策研究・研修機構招聘研究員 

19:00～21:00 自由交流 
6/20（土） 

 

9:00～11:10 
 
 
 
 
 
 
 

ワークショップ「連携・協働の深め方」                  
 男女共同参画を推進するため、連携・協働の深め方について、講義と事例報
告を受け、ディスカッションを行い、実践力を付ける。 

講義「団体と行政及び施設との連携の深め方」 
講師:山住 勝広 関西大学文学部教授・人間活動理論研究センター長 

事例報告「連携・協働関係の構築」 
  報告者：松田 敏子 ちば菜の花会世話人代表 
ディスカッション 

11:25～12:35 全体討議「新たな連携・協働を目指して」                                     
ワークショップで話し合われた内容を元に、新たな連携・協働のあり方につい

て討議を行い、全体で共有する。 

12:35～12:40 ふりかえり                                 

12:40 閉 会                  
 
９ 事業実施概要 

今年度は、より参加者のニーズを把握しプログラムに反映させるように努めた。具体的には、会館が調査した
女性関連施設・女性団体が抱える課題や参加者のニーズから、地域で男女共同参画を推進するための課題
を明らかにし、第２ステージ実現に向けて「事業のありかた」「組織のエンパワーメント」「連携･協働関係の構築」
をテーマにコース別ワークショップを実施した。また、全プログラムを通じて質疑をとる、協議の時間を多くとる
等、相互の意見交換を多く取り入れるようにすることで、参加者の主体的な学習の場を確保し、実践に役立つ
研修となるように留意した。なお、取り上げる事例に関しては、報告する事例内容を精選し、できるだけ有効な
手がかりを学べるように努めた。 
  参加者からは、「非常に充実した内容であった」「今後の取組へのヒントとなった」「新しい出会い、交流の機
会が持てモチベーションが高まった」等、有効な情報や出会いを得、地域での推進に役立てたいという意見が
多く挙げられた。 
  フォローアップ調査では、「得たことを広報紙等で発信した」「組織のあり方について指導、助言に役立てて
いる」という報告を得た。 
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（１） 参加者について 
   定員  30名 応募者 34 名（女性 31 名 男性 3名）   
   内訳  会長･理事長･代表 38.2％､副会長 8.8％､理事 5.9％､議員5.9％､他 41.2％ 
   地域バランス  北海道･東北4名､関東･甲信越13名､中部･北陸13名､近畿2名､中国･四国0名､ 

九州･沖縄2名 
(2) 満足度について 
     参加者 95.8％（非常に満足54.1％ 満足41.7％） 
(3) 有用度について 

     プログラム有用度 97.1％（非常に有用 70.6％ 有用 26.5％） 
(4) 目標達成度について 

     ・男女共同参画についての視点･考え方を身につけることができた。（100.0％） 
     ・実態把握、分析のための方法について、知識情報を得ることができた。（100.0％） 
     ・地域で男女共同参画を推し進めていくために実践に役立つ課題解決の方向性や手がかりを得ることが

できた。（95.2%） 
(5) フォローアップ調査  

     アンケート集計結果（サンプル数18  回答9 回収率50.0％） 
   反映度 100.0％ （大いに役立っている33.3％ ある程度役立っている66.7％） 
 

１０ 都道府県別参加者数 
都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 
北海道 － 埼玉県 ３ 岐阜県 － 鳥取県 － 佐賀県 － 
青森県 １ 千葉県 ３ 静岡県 １ 島根県 － 長崎県 － 
岩手県 － 東京都 ５ 愛知県 １ 岡山県 － 熊本県 － 
宮城県 － 神奈川県 － 三重県 － 広島県 － 大分県 － 
秋田県 － 山梨県 － 滋賀県 １ 山口県 － 宮崎県 － 
山形県 ３ 新潟県 － 京都府 １ 徳島県 － 鹿児島県 － 
福島県 － 長野県 － 大阪府 － 香川県 － 沖縄県 １ 
茨城県 ２ 富山県 － 兵庫県 － 愛媛県 － 無回答他 － 
栃木県 － 石川県 ７ 奈良県 － 高知県 － 合  計 ３４ 
群馬県 － 福井県 ４ 和歌山県 － 福岡県 １  

 
１１  目標達成度                                                     （％） 

  十分達成で
きた 

おおむね達
成できた 

あまり達成
できなかっ
た 

達成できな
かった 合計 

１．男女共同参画についての視点、考え方を
身につけることができた。 45.0 55.0 - - 100.0 

２．男女共同参画政策に関わる国の施策・動
向を理解することができた。 30.0 65.0 5.0 - 100.0 

３．女性関連施設や団体の現状と課題を把
握・認識するとともに、自施設・団体の位置や
課題を明示化することができた。 

36.8 57.9 5.3 - 100.0 



1�

４．実態把握・分析のための方法について知
識・情報を得ることができた 38.9 61.1 - - 100.0 

５．地域で男女共同参画を推進していくため
に、実践に役立つ課題解決の方向性や手立て
を得るため（事業企画や活動の方向性を描く
手がかりを得ることができた。） 

52.6 42.1 5.3 - 100.0 

５．地域で男女共同参画を推進していくため
に、実践に役立つ課題解決の方向性や手立て
を得るため（組織運営における課題を明らか
にし、その解決の方向性や手立てを得ること
ができた。） 

57.9 36.8 5.3 - 100.0 

５．地域で男女共同参画を推進していくため
に、実践に役立つ課題解決の方向性や手立て
を得るため（地域で男女共同参画を推進する
ための連携・協働事業についての手立てを知
ることができた。） 

52.3 42.9 4.8 - 100.0 

６．全国の地域で男女共同参画を推進するリ
ーダーの人々とのネットワークづくりのきっか
けを得ることができた。 

23.5 47.1 23.5 5.9 100.0 

７．その他 
100.0 - － － 100.0 

団体リーダーコースワークショップの様子
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１ 趣  旨  男女共同参画社会を形成するためには、女性の個性や能力を十分に発揮することが求

められている。そのためには、職業だけでなく、社会活動や生涯学習を含む、女性の
多様なキャリアのあり方を支援することが必要である。女性一人一人が置かれた状況
に応じて、柔軟にキャリアを設計する中で、多様なキャリアの視点に留意しながら、
個人の活動を社会に結びつける視点を導入し、女性関連施設・男女共同参画センター、
団体、大学のキャリア形成支援者を対象に、長期的な視野に立ったキャリア形成支援
プログラムの立案、サポートシステムの構築等、女性のキャリア形成支援を内容とす
る専門的・実践的研修を行う。 

 
２ 主  題  「キャリア概念を捉え直した女性のキャリア形成支援」 
 
３ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館
 
４ 会  場  国立女性教育会館
        
５ 期  日  平成２１年１０月７日（水）～ １０月９日（金） ２泊３日
 
６ 対  象
 (1)  全国の女性関連施設・生涯学習施設・教育センター等の職員   
(2)  大学等のキャリア教育・就職・進路指導に関わる教職員          
(3)  女性団体・グループ・ＮＰＯ法人等のリーダー      

 
７ 日程・内容 

月 日 時 間 プログラム 

10/7（水） 10:30～12:00 ～プレ・ワークショップ～（＊希望者のみ参加） 
「男女共同参画の基礎知識と情報・データの活用」             

男女共同参画社会の推進に向け、日本の社会の様々な分野における女性と男
性の現状を具体的データから読み解く。 

講師：中野 洋恵 独立行政法人国立女性教育会館研究国際室長・主任研究員  
      森  未知  独立行政法人国立女性教育会館情報課専門職員  

13:00～13:20 開 会         
13:30～14:20 講義「男女共同参画意識の涵養と女性のキャリア形成支援」        

講師：神田 道子 独立行政法人国立女性教育会館理事長  
14:30～15:20 講義「女性のキャリア形成支援と社会的背景」              

これまでの日本社会の変化と女性のキャリア形成支援についての知識を学ぶ。 
講師：岡本 英雄 上智大学教授                  

15:30～17:00 
 

 

女性のキャリア形成への取組                      
講義「女性のキャリア形成支援関係施策の動向について」        

 女性のキャリア形成支援を進めるための施策について理解を深める。 
講師：土井 真知 文部科学省生涯学習政策局男女共同参画学習課女性政策

調整官 
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10/7（水）  調査報告「女性のライフプランニングに資する学習支援のあり方」     
女性のライフプランニングに資する学習支援のあり方に関する調査報告書（文部

科学省委託）をもとに、ライフプランニングの視点や支援方法について理解する。 
講師:矢島 洋子 三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会主任研

究員   
17:00～18:00 女性教育情報センター・女性アーカイブセンターの見学（＊希望者のみ参加） 

会館情報課の職員による、女性教育情報センター・女性アーカイブセンターにつ
いての説明を聞く。 

19:00～20:30 情報交換会                 
10/8（木） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9:00～9:40 
 

講義（調査研究報告に基づいて）  
「女性のキャリア形成支援のための事業プログラム～ロールモデルの分析を中心
にして」                                

会館がこれまで蓄積した地域社会で活躍する女性のロールモデルの事例からあ
きらかになったロールモデル分析の意味・分析手法を聞く。 

講師:大槻 奈巳  聖心女子大学准教授       
9:50～12:00 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事例研究 
大学と女性関連施設の連携によるライフプランニング、再チャレンジ支援、社会活

動キャリアについてのそれぞれの実践事例を通して、女性のキャリア形成支援を学
ぶ。 
 コーディネーター:大槻 奈巳 聖心女子大学准教授                 
・事例報告１「女性のキャリア形成支援の仕組みづくり」 

～大学と女性関連施設との連携～ 
事例発表者 矢口 徹也  早稲田大学教育学部教授                

・事例報告２「女性のキャリア形成支援のための事業」～再チャレンジ支援～        
   事例発表者 澤田 薫  クレオ大阪中央（大阪市立男女共同参画センター 

中央館） 経営戦略主幹     
・事例報告３「女性の生涯発達と地域づくり」～社会活動キャリア支援～ 

事例発表者  東 由水枝  社会人学生ネットワークきらめき代表 
13:00～14:30 

 
ロールモデル分析（ワークショップ）                 
 ロールモデル事例等をもとに、女性のキャリア形成支援にどのような支援が必要に
なるのか分析を行い、事業（学習）計画案づくりにつなげる。 

＜Ⅰ 大学生等ライフプランニング支援コース＞ 
～アーカイブを用いたロールモデル分析～  

   学習支援：飯島  絵理  独立行政法人国立女性教育会館研究国際室客員
研究員   

佐國 勝  独立行政法人国立女性教育会館事業課専門職員 
事例提供者：上村 千賀子 独立行政法人国立女性教育会館情報課 

客員研究員        
 

＜Ⅱ 再チャレンジ支援コース＞ 
～ブックレットを用いたロールモデル分析～ 

学習支援：越智 方美 独立行政法人国立女性教育会館研究国際室専門職
員 

            西脇 美江子  独立行政法人国立女性教育会館事業課専門職員 
      

＜Ⅲ 社会活動キャリア支援コース＞ 
～ブックレットを用いたロールモデル分析～ 

  学習支援：中野 洋恵  独立行政法人国立女性教育会館研究国際室主任研
究員 

：西山 恵美子 独立行政法人国立女性教育会館事業課客員研究員 
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10/8（木） 
 
 
 
 

14:45～17:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業（学習）計画案づくりⅠ（ワークショップ） 
それぞれの地域で女性のキャリア形成支援に役立つ支援の内容と方策について

考え、参加者の立場に合わせて事業（学習）計画を立てる。 
＜Ⅰ 大学生等ライフプランニング支援コース＞ 

～アーカイブを用いたロールモデル分析～  
学習支援:飯島  絵理    独立行政法人国立女性教育会館研究国際室客員 

研究員 
:佐國 勝      独立行政法人国立女性教育会館事業課専門職員 

     
＜Ⅱ 再チャレンジ支援コース＞ 

～ブックレットを用いたロールモデル分析～ 
学習支援:越智 方美     独立行政法人国立女性教育会館研究国際室専門 

職員 
：西脇 美江子   独立行政法人国立女性教育会館事業課専門職員 

      
＜Ⅲ 社会活動キャリア支援コース＞ 

～ブックレットを用いたロールモデル分析～ 
学習支援:中野 洋恵     独立行政法人国立女性教育会館研究国際室主任 

研究員   
:西山 恵美子   独立行政法人国立女性教育会館事業課客員研究 

員       
19:00～21:00 自由交流 

 自由なテーマを設定し話合い、お互いの交流を図る。 

10/9（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

8:30～11:00 事業（学習）計画案づくりⅡ（ワークショップ） 
＜Ⅰ 大学生等ライフプランニング支援コース＞ 

～アーカイブを用いたロールモデル分析～  
  学習支援:飯島  絵理    独立行政法人国立女性教育会館研究国際室客員

研究員   
          :佐國  勝      独立行政法人国立女性教育会館事業課専門職員  

     
＜Ⅱ 再チャレンジ支援コース＞ 

～ブックレットを用いたロールモデル分析～ 
学習支援:越智 方美    独立行政法人国立女性教育会館研究国際室専門

職員    
           :西脇 美江子  独立行政法人国立女性教育会館事業課専門職員 

   ＜Ⅲ 社会活動キャリア支援コース＞ 
～ブックレットを用いたロールモデル分析～ 

学習支援:中野 洋恵      独立行政法人国立女性教育会館研究国際室主任
研究員              

11:10～12:00 全体会での発表 
コース別ワークショップで作成した事業（学習）計画案を発表し参加者同士で共

有する。 
12:10～12:30 ふりかえり 

 研修を振り返り、参加者それぞれがアンケート記入を行う。 
12:30～12:30 閉会 
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８ 事業実施概要 
今年度は、文科省が進めている「ライフプランニング支援」の考え方を取り入れ、各ライフステージごとの支援

ニーズを把握し長期的な視点に立った人生設計ができるよう支援した。ワークショップは、ライフプランニング支
援、再チャレンジ支援、社会活動キャリア支援の 3 つに分かれた。会館の調査研究、実験プログラムを活用し、
ロールモデル分析の手法等を用い、課題を明確にし、支援のあり方を検討し、事業（学習）計画案づくりを行っ
た。 

事業（学習）計画案づくりの研修に対する満足度が一番多かった。また、キャリア概念の捉え直し・社会活動キ
ャリアの着目等に共感する意見が多く見られた。 

 
 (1) 応募倍率 

     111.7％ （定員 60 名 応募者 67名） 
(2) 地域バランス（参加地域） 

    参加都道府県数 23（政令指定都市数 3） 
     北海道･東北：3 名  関東・甲信越：17名  北陸･東海：12名  近畿：6名  中国・四国：4名  

九州・沖縄：22名 
(3) 参加対象者 

     団体・グループ・ＮＰＯ法人等のメンバー：29.7%  女性関連施設職員･生涯学習施設等の職員：40.6%  
     大学等のキャリア教育支援者：32.6%  無回答：0.6%  

(4) 全体の満足度について 
     84.8%（非常に満足 39.0% 満足 45.8%） 

(5) プログラムの有用度について 
      90.6%（非常に有用であった 55.4%  少し有用であった 35.2%）  

(6)目標達成度 
    ・女性のキャリア形成支援の必要性とその役割、今後の支援の方向性について知ることができた。

（92.8%）                                             
     ・女性のキャリア形成支援の現状と課題を把握することができた。（90.4%） 
    ・男女共同参画の実情を把握することができた(88.4%) 
 
９ 都道府県別参加者数 
都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 
北海道 2 埼玉県 4 岐阜県 － 鳥取県 － 佐賀県 － 
青森県 － 千葉県 3 静岡県 4 島根県 － 長崎県 8 
岩手県 － 東京都 6 愛知県 2 岡山県 － 熊本県 1 
宮城県 － 神奈川県 － 三重県 2 広島県 3 大分県 － 
秋田県 － 山梨県 － 滋賀県 1 山口県 － 宮崎県 － 
山形県 － 新潟県 2 京都府 － 徳島県 － 鹿児島県 1 
福島県 1 長野県 － 大阪府 3 香川県 － 沖縄県 － 
茨城県 2 富山県 2 兵庫県 2 愛媛県 － 無回答他 － 
栃木県 － 石川県 1 奈良県 － 高知県 1 合  計 64 
群馬県 － 福井県 1 和歌山県 － 福岡県 12  
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10 目標達成度                                                       （％） 

  十分達成で
きた 

おおむね達
成できた 

あまり達成
できなかっ
た 

達成できな
かった 合計 

１．男女共同参画社会の形成に向けた国の施
策・動向を理解することができた 13.2 75.5 7.5 3.8 100.0 

２．女性のキャリア形成支援の現状と課題を把
握することができた 26.9 63.5 9.6 － 100.0 

３．女性のキャリア形成支援の必要性とその
役割、今後の支援の方向性について知ること
ができた 

33.9 58.9 7.1 － 100.0 

４．男女共同参画の実情を把握することができ
た。 28.8 59.6 11.5 － 100.0 

５．地域でキャリア形成を支援するための事業
（学習）計画のヒントを得ることができた。 29.6 50.0 13.0 7.4 100.0 

６．支援者相互の情報交換・交流を深め、ネッ
トワークづくりのきっかけを得ることができた。 39.2 47.1 11.8 2.0 100.0 

７．その他 
100.0 － － － 100.0 

講義「女性のキャリア形成支援関係施策の動向について」
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さんかくカフェでくつろぐ参加者

会館提供ワークショップ：地域の活性化と男女共同参画

アニバーサリートークの様子

リレートークの様子
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平成 21年度独立行政法人科学技術振興機構委託事業 

5  女子中高生夏の学校 2009 
      ～科学・技術者のたまごたちへ～ 

 
１  趣   旨   科学者・技術者との対話、交流を通して女子中高生が科学・技術分野に自分の新し

い可能性を見出すことをねらいとして、合宿形式の体験型サイエンスプログラム「女
子中高生夏の学校2009～科学・技術者のたまごたちへ～」を開催する。 

このプログラムでは、Initiation、Interaction、International をキーワードに、
科学者・技術者と女子中高生が少人数を単位として親密に交流し、理系進路選択の魅
力を伝える。また、保護者・教員向けのプログラムも別に設定し、理系進路支援につ
いて理解を進めまる。 

 
２ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館 

  日本学術会議「科学と社会委員会 科学力増進分科会」 
 
３ 共催・協賛・協力・後援 
        WIN-Japan        （株）東洋製作所   国立遺伝学研究所   地盤工学会   

（社）電子情報通信学会  （社）日本化学会  （社）日本火災学会  （社）日本金属学会 
（社）日本原子力学会   （社）日本数学会  （社）日本鉄鋼協会  （社）日本土木学会 
（社）日本天文学会    （社）日本物理学会 （社）電気学会     首都大学東京 

  男女共同参画学協会連絡会                     地球電磁気・地球惑星圏学会  
東海大学         東京都市大学    （特）女性技術士の会 （特）日本分子生物学会 
日本遺伝学会       日本女性科学者の会  日本生態学会     日本生物物理学会 
日本大学         日本蛋白質科学会    日本発生生物学会   山梨大学       

 
４ 会  場  国立女性教育会館
        
５ 期  日  平成２１年８月１３日（木）～８月１５日（土） ２泊３日
 
６ 対  象  科学・技術の分野に興味・関心のある女子中学３年生・女子高校生 １００名 
        保護者・教員等 ５０名 

７ 日程・内容 
�������

月 日 時 間 プログラム 

8/13（木） 14:00～14:30 開校式＜中高生、保護者・教員等共通＞                        

 14:40～15:30 キャリア講演＜中高生、保護者・教員等共通＞           
 企業での研究、なぜその進路を選んだか、また結婚や子育てとの両立について
講演を聞く。 
  講演 「チャンスを活かして、キャリアを積み重ねていく」   

講師:橋本 隆子  千葉商科大学商経学部准教授（マルチメディア部門） 
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8/13（木） 15:45～17:15 女性研究者・技術者の職場探訪 豊穣なる星の世界、「すばる」ライブ 
＜中高生、保護者・教員共通＞                  
  自然科学研究機構国立天文台ハワイ観測所と結び、日本の誇る「すばる」望遠
鏡や国立天文台で働く人たちとリアルタイムでコミュニケーションし、ライブの天体
ショーを体験する。 

 17:30～18:00 学生企画 女子学生からのメッセージ＜中高生、保護者・教員共通＞ 
 身近な理工系女子大学生・大学院生が自分の今を紹介し、理系で学ぶこ
の楽しさを知る。
「ある理系女子のはなし ～私の場合～」

松浦 まりこ 首都大学東京都市教養学部都市教養学科理工学系
                                          生命科学コース３年   

「理系とは？ ～私の場合～」
有光 加理  東京大学大学院農学生命科学研究科 

生物環境工学専攻修士課程１年 
19:00～21:00 学生企画 サイエンスバトル！？＜中高生＞ 

 グループで協力し合い、学生スタッフの出題する課題・クイズに挑戦しな
がらグループの親交を深める。同時に会館内オリエンテーリング参加者－ス
タッフ間の交流も行う。

 21:00～18:00 天体観望会＜オプション企画＞     
天体望遠鏡で武蔵嵐山の空を観測する。 

8/14（金） 

 

 

8:10～8:30 
8:30～8:50 

ネイティブによる英会話レッスン（1 班、2 班） 
国際交流に向けて、ネイティブによる簡単な英会話レッスンをおこなう。 

講師:John McEvoy     
Bernard  Gelloz  

 

 

 

9:00～10:00 サイエンスアンバサダー・レクチャー編                 
サイエンスエクスプローラー（科学探検隊）での実験・実習、ポスターセッション・

キャリア相談の体験をレポートにまとめ、サイエンスアンバサダーとして地域で報
告するための心構えを学ぶ。 

講師:本間 典子 東京大学大学院医学系研究科 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:00～12:00 サイエンスエクスプローラー（科学探検隊）Ⅰ＜中高生＞         
   サイエンスの世界を探検し、サイエンスの宝を探す。予め希望した実験・実習Ａ
～Ｋを行い、研究者・技術者と交流し、自分なりの発見をする。 
  Ａ 磁石って面白い！（中島 美帆） 

Ｂ 金属の不思議（阿部 太一、御手洗 容子） 
Ｃ 暗号を作ろう（萩田 真理子） 
Ｄ イネの DNAに刻まれた「お米」のふるさとを読み解こう（土本 卓、

本橋 令子） 
Ｅ 天体望遠鏡を作っちゃおう！（黒田 武彦、田代 信） 
Ｆ 快適さを測る－環境と温度の関係－（岡村 美好） 
Ｇ あなたの今・此処から宇宙を実感する（荒谷 美智） 
Ｈ 河辺の生態系を観察しよう（川西 基博） 
Ｉ 人工イクラ（マイクロカプセル）を作ろう（北川 尚美） 
Ｊ 作図から始まる発見体験（角皆 宏） 
Ｋ 生物（なまもの）を使わない生物 生物の進化（福田 公子） 
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8/14（金） 

 

 

12:10～12:30 
12:30～12:50 

ネイティブによる英会話レッスン(3 班、4 班)   
国際交流に向けて、ネイティブによる簡単な英会話レッスンをおこなう。参加希望
者を、4 つの班に分けたうちの、後半２つのレッスン。  

講師：John  McEvoy  
：Bernard  Gelloz  

 13:00～14:00 
 

国際交流＜中高生＞                       
韓国の女子高校生と web 交流を行い、学校や日ごろの生活、お互いの夢を語り

合う。 
 14:00～14:15 写真撮影 

 14:15～17:45 サイエンスエクスプローラー（科学探検隊）Ⅱ＜中高生＞      
サイエンスの世界を探検し、サイエンスの宝を探す。 
ポスターセッション・キャリア相談ブースを参加者が自由に回り、研究者・技術者

と交流したりして、自分なりの発見をする。 
 18:00～19:00 交流パーティー＜中高生、保護者・教員等共通＞                 

夕食をとりながら、講師、実行委員、女子大学生・大学院生との交流を深める。 

 19:00～21:00 学生企画 サイエンスアンバサダー・トレーニング編＜中高生＞   
  「レクチャー編」で学んだ手法を活用し、得た情報をもとに「わたしの夏学タイム
ズ」を作成する。            

 21:00～ 天体観望会＜オプション企画＞                  
  天体望遠鏡で武蔵嵐山の空を観測する。サイエンスエクスプローラーの天体実
験に参加した中高生は、自ら組み立てた望遠鏡を使って観測する。          

8/15（土） 

 

 

9:00～11:00 
 学生企画 「才媛さいえん双六すごろく」＜中高生＞                

学生スタッフが作成した「理系女子版人生ゲーム」を楽しみながら、就職
や結婚、育児など理系特有の悩みや人生に関わるさまざまな出来事を疑似体
験する。               

 

 

11:15～12:00 学生企画 表彰式＜中高生、保護者・教員等共通＞               
どんな３日間を過ごしたのかを振り返り、学生企画の成果をグループごとに発

表、表彰を行う。 

 

 

 

 

12:00～12:30 サイエンスアンバサダー任命式＜中高生、保護者・教員等共通＞    
中高生参加者全員がサイエンスアンバサダーに任命される。  
任 命 企画委員長（日本原子力発電株式会社）     小川 順子 
夏学メンターとの顔合わせ  
挨拶  科学技術振興機構「女子中高校生の理系進路選択支援事業」 

推進委員会委員長（東京大学男女共同参画オフィス特任教授） 
都河 明子 

����������
8/13（木） 14:00～14:30 開校式＜中高生、保護者・教員等共通＞   

 14:40～15:30 キャリア講演＜中高生、保護者・教員等共通＞           

 15:45～17:15 女性研究者・技術者の職場探訪 豊穣なる星の世界、「すばる」ライブ 
＜中高生、保護者・教員共通＞                 
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8/13（木） 17:30～18:00 学生企画 女子学生からのメッセージ＜中高生、保護者・教員共通＞    

 18:00～19:00 夕食 

 
 

19:00～21:00 「夏の学校」についての説明＜保護者・教員等＞         
企画の目的、これまでの歴史について過去のＤＶＤの放映および担当者から

の説明による「女子中高生夏の学校」についてのガイダンスを行う。 
 21:00～18:00 天体観望会＜オプション企画＞                         

8/14（金） 

 

 

9:00～10:00 
 
 
 
 

サイエンスアンバサダー・レクチャー編見学             
サイエンスエクスプローラー（科学探検隊）での実験・実習、ポスターセッショ

ン・キャリア相談の体験をレポートにまとめ、サイエンスアンバサダーとして地域
で報告するための心構えを学びます。 

講師：本間 典子  東京大学大学院医学系研究科      
 

 

10:00～11:00 
 
 

ポスター見学＜保護者・教員等、一般公開＞              
協力学会、企業や大学、研究機関からのさまざまな立場の研究者・技術者に

よる最先端科学技術の紹介を聞く。 
 

 

11:00～11:45 
 
 

学生との座談会 
  女子中高生たちとより年齢の近い学生ＴＡたちの体験談などを聞く。進路選択
に伴う悩み、その時に、保護者・教員等でできることは何かを考える。 

 

 

 

 

13:00～18:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サイエンスカフェⅠ 
① ミニ講演（１３：００～１３：３０） 

女性として理系の道へ進むこと、女性研究者として活躍することの魅
力をミニ講演する。 

  講師:久保 真季 国立女性教育会館事務局長            
② 国際交流見学 (１３：３０～１４：００) 

中高生が韓国の女子高校生と web交流を行っている様子を見学する。  
③ 写真撮影(１４：００～１４：１５) 
④  ポスター見学(写真撮影終了後～１４：３０) 

 中高生がポスターセッションに参加している様子を見学する。 
⑤ 講演（１４：４５～１５：４５） 
 企業の人事担当者が、理系学部出身の女性が実際にどのように働いている
のか、企業から見た必要とする人材とはどのような人物なのか等について講演
をする。 

講師：加治木 孝一  ＮＥＣ官公ソリューション事業本部 
事業推進統括部（文教駐在）マネージャー  

⑥ 実験・実習（１５：４５～１７：４５） 
  中高生が経験した実験・実習Ａ～Ｋ（別紙参照）のうち、Ｃ・Ｄ・Ｉ・Ｊ・Ｋの実

験・実習の中から選択し、研究者・技術者と交流しながら行う。 

 18:00～19:00 交流パーティー＜中高生、保護者・教員等共通＞   

 19:30～21:00 
 
 
 

サイエンスカフェⅡ＜保護者・教員等＞ 
 いくつかの演示実験を見ながら、サイエンスの面白さや楽しさにふれる。その
後、学会・企業・大学の方を囲んで、少人数のテーブルトークを行い意見交換や
交流を深める。 
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8/14（金） 21:00～18:00 天体観望会＜オプション企画＞ 

8/15（土） 

 

9:00～11:00 
 
 
 

ＮＷＥＣプログラム＜保護者・教員等＞ 
 国立女性教育会館提供のプログラムとして、女性の理系進路選択を含む
キャリア形成についてワークショップなどを行う。 

国立女性教育会館事業課専門職員 西脇 美江子 

 11:15～12:00 学生企画 表彰式＜中高生、保護者・教員等共通＞               

 12:00～12:30 サイエンスアンバサダー任命式＜中高生、保護者・教員等共通＞    

８ 事業実施概要 
今年度は、参加者を中高生だけではなく身近な支援者である保護者・教員も対象としたプログラムを別に設定

し、理系進路支援についての理解を進めた。また、メンター制度を設け、年間を通したアンバサダー活動の支援
を行った。昨年度の進路調査をした際に、併せて学生ＴＡを募集したため、学生ＴＡのうち16名が夏学卒業生で
あり、女性人材の輪が広まっていった。 
 プログラムの特徴としては、世界天文年にちなんで国際交流プログラムを設定した。女子中高生には事前に英
会話練習もしたため、韓国の物理キャンプの女子学生とのテレビ会議では積極的に取り組んでいる様子が見られ
た。学生企画委員を5人に増やし充実を図った学生企画では、アンバサダー・トレーニング編においてグループ
ごとに夏学タイムズ号外編を作成した。グループごとに協力し合いながら作成した夏学タイムズは、出来ばえも良
く、夏学ＨＰにアップし、その後の活用を図った。 
 参加者からは、「理学部と工学部の違いを大学生から聞くことにより、自分がどちら向きかを知ることができ
た。」「身近に理系の女性というとやはり少ないので、このような場はとても勇気づけられる」等、参加者の進路に
大きな影響を与える内容の意見が多くあげられた。  
 
(1)応募倍率 （昨年度応募多数につき、今年度は応募期間を6月1日から6月30日と1ヶ月間とした） 

     130.7％ （定員150名 応募者196名） 
(2)地域バランス（参加地域） 

     参加都道府県数30（政令指定都市数10） 
     北海道･東北12名 関東・甲信越76名 北陸･東海27名 近畿12名 中国・四国11名 九州・沖縄9名  
(3)参加者の構成 

     中学3年生 29名 高校1年生33名 高校2年生36名  高校3年生10名 教員15名 保護者18名 
(4)全体の満足度について 

     中高生 99.0%   教員 100%  保護者 100%    
(5)プログラムの有用度について 

     中高生92.6%  （非常に有用であった 55.5%  少し有用であった37.1%） 
    教員 93.5% （非常に有用であった 44.7%  少し有用であった48.8%） 
     保護者93.7%  （非常に有用であった 61.5%  少し有用であった32.2%） 
(6)目標達成度 

    ・今回の参加をきっかけに、将来理科や数学を必要とする職業に就きたいと思うようになった。(97.0%) 
   ・今回取組に参加したことで、女性が理系の職業に就くことに対するイメージが肯定的になった。(94.9%) 
   ・今回の参加をきっかけに、理科・数学を勉強することは、将来の仕事の可能性を広げてくれるので、自分の

ためになると思うようになった(90.9％) 
(7)今後の課題 

・参加者の評価が高い参加体験型の企画を引き続き行う。 
・保護者、教員用プログラムを別プログラムとし、さらに充実させる。 
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・継続、蓄積した人材とモデル事業を地域へ普及・啓発していく。 
 
９ 都道府県別参加者数 
都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 
北海道 3 埼玉県 15 岐阜県 1 鳥取県 － 佐賀県 2 
青森県 － 千葉県 3 静岡県 11 島根県 － 長崎県 1 
岩手県 2 東京都 27 愛知県 6 岡山県 8 熊本県 － 
宮城県 3 神奈川県 5 三重県 － 広島県 － 大分県 － 
秋田県 － 山梨県 2 滋賀県 － 山口県 2 宮崎県 2 
山形県 1 新潟県 5 京都府 － 徳島県 － 鹿児島県 － 
福島県 3 長野県 － 大阪府 4 香川県 － 沖縄県 2 
茨城県 4 富山県 2 兵庫県 4 愛媛県 1 無回答他 － 
栃木県 7 石川県 － 奈良県 － 高知県 － 合  計 141 
群馬県 5 福井県 7 和歌山県 1 福岡県 2  

 
 

サイエンスエクスプローラー（科学探検隊）Ⅱ
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１ 趣  旨  配偶者からの暴力相談支援センターや男女共同参画センター等の経験の浅い相談担当

職員を対象に、配偶者からの暴力に関する相談担当者として必要な基礎知識と技術を取
得するため、関係法令、相談の流れ、相談事例や相談に際しての留意事項など、基礎的・
実践的な内容の基礎セミナーを３回（大阪府・岩手県・京都府）実施する。 

 
２ 対  象    全国の都道府県及び市町村の配偶者暴力支援センターまたは男女共同参画センター

等において、配偶者からの暴力に関する相談員としての経験が概ね 3 年未満の方 
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３ 主  催  内閣府、独立行政法人国立女性教育会館、財団法人大阪府男女共同参画推進財団 
４ 会  場  大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター） 

５ 期  日  平成２１年８月２６日（水）～８月２７日（木） １泊２日 

６ 日程・内容 
月 日 時 間 プログラム 

8/26（水） 

 

 

 

 

 

 

 

13:00～13:15 開会 
13:30～15:15 講義①「配偶者からの暴力の実態と影響について」 

配偶者からの暴力の実態や暴力被害による心身への影響、支援のあり方・現状
について基礎的な知識を持つ。 

講師：高田 昌代 神戸市看護大学教授 
15:30～17:00 講義② 

「『配偶者からの暴力の防止および被害者の保護に関する法律』について」 
「配偶者からの暴力の防止および被害者の保護に関する法律」を中心に、
被害者支援に有効な関連諸法について基礎的知識を持つ。 

講師：長谷川 京子 弁護士、日本ＤＶ防止・情報センター代表 
17:15～17:45 ポジショニングシート記入による振り返り 

18:00～17:45 交流会 

8/27（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 9:45～11:10 
11:20～12:30 

講義・ワークショップ「配偶者からの暴力に関する相談の受け方」 
講義・質疑 
ワークショップ  
暴力被害の聴き取りと基本的な相談の仕方。二次被害を起こさないための

留意点や危険回避のポイントについて学ぶ。 
講師：竹之下 雅代  ウィメンズカウンセリング京都 

13:30～16:00 ケース研究分科会「問題解決に向けた相談の受け方」 
 具体的な状況を想定した４つの事例について、グループに分かれて事例研究
を行い、問題解決に向けた相談の受け方を学ぶ。 
① ケース１「相談機関に初めて相談したケース」 

   講師：長谷川 七重 カウンセリングルームはな代表 
② ケース２「避難を求めているケース」 

   講師：岡本 明子  フェミニストカウンセリング神戸      
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8/27（木） 

 

 ③ ケース３「避難後の諸問題を相談したいケース」 
講師：富田 潤子  大阪府女性相談センター 

④ ケース４「自立につなげる支援のケース」 
講師：川畑 真理子 とよなか男女共同参画推進センター  

16:00～16:15 まとめ・閉会 
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３ 主  催  内閣府、独立行政法人国立女性教育会館、岩手県 
４ 会  場  いわて県民情報交流センター（アイーナ） 
５ 期  日  平成２１年１１月９日（月）～１１月１０日（火） １泊２日 
６ 日程・内容 

月 日 時 間 プログラム 

11/9（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

13:00～13:15 開会 
13:30～15:15 講義① 

「配偶者からの暴力の実態と影響について」 
配偶者からの暴力の実態や暴力被害による心身への影響、支援のあり方、現
状について基礎的な知識を身につける。 
  講師：納米 恵美子  男女共同参画センター横浜館長 

15:30～17:00 講義② 
「配偶者からの暴力被害者支援に有効な法知識について」 
「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」を中心に、被害
者支援に有効な関連諸法について基礎的知識を身につける。 

講師：沼崎 一郎  東北大学大学院文学研究科教授 
17:15～17:45 ポジショニングシート記入による振り返り 

18:00～ 交流会 

11/10（火） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
9:45～11:10 

11:20～12:30 

講義・ワークショップ「配偶者からの暴力に関する相談の受け方」 
講義・質疑 
ワークショップ  
暴力被害の聴き取りと基本的な相談の仕方。二次被害を起こさないた

めの留意点や危険回避のポイントについて学ぶ。 
講師：景山 ゆみ子  名古屋市男女平等参画推進センター主幹（相談） 

13:30～16:00 ケース研究分科会「問題解決に向けた相談の受け方」 
 具体的な状況を想定した４つの事例について、グループに分かれて事例研
究を行い、問題解決に向けた相談の受け方を学ぶ。 
① ケース１「相談機関に初めて相談したケース」 
    講師：横田 恵子  金ヶ崎町男女共同参画相談員 
② ケース２「避難を求めているケース」 
    講師：齋藤 昌子  岩手県福祉総合相談センター上席児童福祉

司兼生活指導員 
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11/10（火） 

 

 ③ ケース３「避難後の諸問題を相談したいケース」 
    講師：芹澤  出   母子生活支援施設「野菊荘」施設長 
④ ケース４「自立につなげる支援のケース」 

講師：菊池  靖子  多摩でＤＶを考える会代表 
16:00～16:15 まとめ・閉会 
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３ 主  催  内閣府、独立行政法人国立女性教育会館、京都府 
４ 会  場  京都テルサ 
５ 期  日  平成２１年１１月１９日（木）～１１月２０日（金） 
６ 日程・内容 

月 日 時 間 プログラム 

11/19（木） 

 

 

 

 

 

 

 

13:00～13:15 開会 
13:30～15:15 講義①「配偶者からの暴力の実態と影響について」 

配偶者からの暴力の実態や暴力被害による心身への影響、支援のあり方、現
状について基礎的な知識を持つ。 
 講師:納米 恵美子 男女共同参画センター横浜館長 

15:30～17:00 講義②「配偶者からの暴力被害者支援に有効な法知識について」 
「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」を中心に、被害者
支援に有効な関連諸法について基礎的知識を持つ。 
講師:大島 麻子 弁護士、京都弁護士会両性の平等に関する委員会副委員長 

17:15～17:45 ポジショニングシート記入による振り返り 

18:00～17:45 交流会 

11/20（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9:45～11:10 
 
 
 
 

講義・ワークショップ 
①講義・ワークショップ「配偶者からの暴力に関する相談の受け方」 
～暴力被害の聴き取りと基本的な相談の仕方、二次被害を起こさないための留
意点を学ぶ～ 

講師:井上 摩耶子 ウィメンズカウンセリング京都代表 
11:30～12:00 ②講義「被害者の自立支援について」 

～被害者の自立支援に関する社会的資源の現状を理解し、その活用方法
について学ぶ～ 

講師:浅香 涼子 京都府配偶者暴力相談支援センター相談課長 

13:30～15:30 ケース研究分科会「問題解決に向けた相談の受け方」 
 具体的な状況を想定した４つの事例について、グループに分かれて事例研
究を行い、問題解決に向けた相談の受け方を学ぶ。 
① ケース１「相談機関に初めて相談したケース」 

講師:小松 明子 京都府男女共同参画センター「ＤＶサポートライン」相談員 
② ケース２「避難を求めているケース」 

講師:浅香 涼子 京都府配偶者暴力相談支援センター相談課長 
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11/20（金） 

 

 ③ ケース３「避難後の諸問題を相談したいケース」 
講師:柴田 長生 京都府京都児童相談所所長 

④ ケース４「自立につなげる支援のケース」 
講師:芹澤 出 母子生活支援施設「野菊荘」施設長 

16:00～16:15 まとめ・閉会 
 
７ 事業実施概要 

行政や関係機関との連携については、企画において、内閣府男女共同参画局推進課、外部有識者（研究
者、相談機関管理職、相談員、専門家等）との連携を図った。セミナー運営にあたっては、3カ所の地域と連絡
を取り合い進めた。特にプログラムについては、企画委員会で作成したプログラムに地域における課題や工夫
を考慮し、プログラムや講師を決定している。地域の特性を取り入れることで地域の実態把握や今後の研修に
おいても活用されることが期待できる。 
  昨年度からの改善点として、今年度はケース研究分科会で、「自立につなげる支援のケース」を追加し、4
つの分科会を設定した。また、相談員自身のバーンアウトを防ぐため、ポジショニングシート記入による振り返り
の時間を設けた。 
 満足の理由としては、「内容がわかりやすく充実していた」「知識･技術を得ることができ有意義だった」という
意見が上位に挙げられていた。 
 

(1)参加者について 
①  定員各地域50名 応募者 249名  
②  地域内訳 大阪府86名（女性82名 男性4名）､岩手県62名（女性55名 男性7名）､ 

         京都府101名（女性92名 男性9名） 
③ 所属内訳  配偶者暴力被害者支援センター27.8％､男女共同参画センター/女性センター 

33.9％､その他女性関連施設5％､その他行政･警察等33.3％ 
④ 地域バランス：北海道･東北57名､関東･甲信越12名､北陸･東海25名､近畿115名､ 

中国･四国25名､九州･沖縄15名 
(2)満足度について 

   参加者 93.1％（非常に満足40.9％ 満足52.2％） 
(3)プログラムの有用度について 

   有用度 95.0％（非常に有用71.8％ 有用23.2％） 
(4)目標達成度について 

   ・配偶者からの暴力に関する相談事業の意義や役割について知ることができた。（99.5％） 
   ・配偶者からの暴力に関する相談員として基本的な知識・技術の向上が図れた。（98.0％） 
   ・配偶者からの暴力に関する実態・今日的課題について深く知ることができた。（98.0％） 
  (5)今後の課題 
  ① 地域担当は地方公共団体に依頼しているため、事業運営に関するサポートをさらに心がけた

い。 
② 参加対象者の条件として、「経験3年未満」があげられているが、3年はかなりの経験者と考

えられる。 
③ 対象を絞り、初心者向けの内容の更なる検討が課題である。 
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８ 都道府県別参加者数 
都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 
北海道 － 埼玉県 － 岐阜県 2 鳥取県 6 佐賀県 5 
青森県 5 千葉県 － 静岡県 4 島根県 3 長崎県 1 
岩手県 38 東京都 5 愛知県 3 岡山県 2 熊本県 2 
宮城県 6 神奈川県 1 三重県 3 広島県 5 大分県 1 
秋田県 3 山梨県 2 滋賀県 8 山口県 1 宮崎県 1 
山形県 3 新潟県 － 京都府 32 徳島県 2 鹿児島県 1 
福島県 2 長野県 1 大阪府 52 香川県 3 沖縄県 1 
茨城県 1 富山県 2 兵庫県 10 愛媛県 2 無回答他 － 
栃木県 2 石川県 2 奈良県 5 高知県 1 合 計 249 
群馬県 － 福井県 9 和歌山県 8 福岡県 3  

 

９ 目標達成度                                    （％） 

   
非常にそう
思う 

少しそう思う 
あまりそう思
わない 

まったくそう
思わない 

合計 

１．配偶者からの暴力に関
する相談事業の意義や役
割について知ることができ
た。 

大阪府 66.7 31.9 1.4 0.0 100.0 
岩手県 78.3 21.7 0.0 0.0 100.0 
京都府 73.6 26.4 0.0 0.0 100.0 
合  計 72.1 27.4 0.5 0.0 100.0 

２．配偶者からの暴力に関
する相談員として、基本的
な知識・技術の向上が図
れた。 

大阪府 62.7 33.3 4.0 0.0 100.0 
岩手県 64.6 35.4 0.0 0.0 100.0 
京都府 57.9 40.8 1.3 0.0 100.0 
合  計 61.3 36.7 2.0 0.0 100.0 

３．配偶者からの暴力に関
する実態・今日的課題に
ついて深く知ることができ
た。 

大阪府 59.2 40.8 0.0 0.0 100.0 
岩手県 60.4 39.6 0.0 0.0 100.0 
京都府 50.7 44.0 5.3 0.0 100.0 
合  計 56.3 41.7 2.0 0.0 100.0 

４．実践に役立つ力を身に
つけることができた。 

大阪府 27.4 66.1 6.5 0.0 100.0 
岩手県 50.0 45.8 4.2 0.0 100.0 
京都府 39.0 57.1 3.9 0.0 100.0 
合  計 38.0 57.2 4.8 0.0 100.0 

５．全国の配偶者からの
暴力に関する相談員との
情報交換や交流を行うこ
とができた。 

大阪府 20.8 56.9 16.7 5.6 100.0 
岩手県 26.2 52.4 21.4 0.0 100.0 
京都府 16.4 47.9 26.0 9.6 100.0 
合  計 20.3 52.4 21.4 5.9 100.0 

６．全国の配偶者からの
暴力に関する相談員との
ネットワークづくりができ
た。 

大阪府 7.0 42.3 42.3 8.5 100.0 
岩手県 12.2 51.2 31.7 4.9 100.0 
京都府 4.3 29.0 49.3 17.4 100.0 
合  計 7.2 39.2 42.5 11.0 100.0 
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応用セミナー講義

「配偶者からの暴力事例の理解と相談の受け方」
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１ 趣  旨  全国の配偶者暴力相談支援センターや男女共同参画センター等で配偶者等からの暴力

に関する相談事業を統括する立場にある者を対象に、配偶者からの暴力についての基
本的な知識、相談員の資質向上、関係機関との連携のあり方等を内容とした管理職研
修を行う。 

 
２ 主  催  内閣府、独立行政法人国立女性教育会館 
 
３ 会  場  国立女性教育会館 
         
４ 期  日  平成２２年１月２８日（木）～ １月２９日（金） １泊２日 
 
５ 対  象  都道府県及び市区町村の配偶者暴力相談支援センター又は男女共同参画センター等に

おいて、配偶者からの暴力に関する相談事業を統括する立場にある者  ５０名 

６ 日程・内容 
月 日 時 間 プログラム 

1/28（木） 12:40～13:00 開会 

 

 

 

 

13:00～14:00 講義「配偶者等からの暴力とは」                        
昨年度に改正された「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法

律」のポイントを踏まえながら、配偶者等からの暴力とは何か、その構造と特質、暴
力の影響、被害者の置かれている状況と必要な援助等「配偶者等からの暴力」の
基礎知識を得る。 

講師：戒能 民江 お茶の水女子大学理事・副学長 
 

 

 

 

14:10～16:30 シンポジウム「相談機関のマネジメントとその課題 Ⅰ」             
 配偶者からの暴力に関わる組織･施設等の相談支援体制や関係機関との連携の
あり方、支援担当者の安全等について検討し、管理職の責務と相談機関のマネ
ジメントについて考える。 

コーディネーター：納米恵美子 男女共同参画センター横浜館長   
講師：荒巻千枝子 千葉県女性サポートセンター所長 
講師：景山ゆみ子 名古屋市男女平等参画推進センター主幹（相談）        

 16：40～17：40 特別プログラム「相談機関の安全を考える －加害者への対応－」 
安心して相談できる支援体制づくりのために、加害者への対応について意見交

換を行う。 
講師：納米恵美子 配偶者暴力加害者対応マニュアル検討委員会委員・男女

共同参画センター横浜館長 
講師：原田惠理子 配偶者暴力加害者対応マニュアル検討委員会委員・ 

名古屋市子ども青少年局子ども育成部主幹（女性福祉担当） 
コメンテーター：布川 裕子 内閣府男女共同参画局推進課課長補佐 

（暴力対策担当） 
 19:00～20:30 情報交換会 
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1/29（金） 

 

 

 

 

 9:00～10:50 講義「配偶者等からの暴力の被害者支援の現状と方向性」 
配偶者等からの暴力の被害者支援体制と支援のあり方について、関係省庁の施
策や動向に関する最新の情報を得るとともに、今後の自施設での取組の方向性を
考える。 

講師:布川 裕子  内閣府男女共同参画局推進課課長補佐（暴力対策担当） 
講師:杉田 理佳  警察庁生活安全局生活安全企画課相談・指導係長 
講師:相澤 孝予  厚生労働省雇用均等･児童家庭局家庭福祉課・母子家庭

等自立支援室女性保護専門官 

 

 

 

11:00～12:00 事例報告「配偶者からの暴力防止基本計画と相談機関の役割」          
配偶者暴力防止基本計画策定について、今年度策定した吉川市の事例報告に
基づき、計画の意義と相談機関の役割について、学ぶ。  

報告者:中村 詠子  吉川市市民参加推進課長 
ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ:布川 裕子  内閣府男女共同参画局推進課課長補佐（暴力対策担

当） 
 13:00～15:20 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分科会「相談機関のマネジメントとその課題 Ⅱ」    
以下の２つの分科会から一つを選択し、事例に基づき、相談機関における管理職
が果たす役割について考える。分科会後、短時間ですが、それぞれの分科会で
話されたことの報告会を行う。 
① 分科会 13：00～14：50 
分科会Ａ「地域で支える仕組づくり」 

ワンストップサービス、切れ目ない支援体制づくり等の実現に向けて、関係
機関との連携のあり方や留意点について考える。 

    講師：石本 宗子 久留米市男女平等推進センター相談コーディネーター 
分科会Ｂ「相談担当者への研修と啓発」 

安全な相談体制づくり、相談員のバーンアウト防止のために、スーパービジョ
ン等、相談担当者への研修、啓発の重要性を知り、そのあり方について考え
る。 

    講師：池田 ひかり 女性センター相談員 
（元配偶者暴力相談支援センター主任相談員） 

② 分科会報告 15：00～15：20  
                                                               

 15:20～15:30 
 

まとめ  
セミナーをふりかえり、「気づいたこと」「今後いかしたいこと」をまとめる。    

 15:30～15:40 閉会 

７ 事業実施概要 
行政や関係機関との連携については、企画において、内閣府男女共同参画局推進課、外部有識者（研究

者、相談機関管理職、相談員、専門家等）との連携を図った。特にプログラムについては企画委員と協力し、プ
ログラム作成や講師決定を行った。また、他の基礎セミナー、応用セミナーとの差異がわかるように心がけた。 
 昨年度からの改善点として、今年度は管理職のマネジメントに役立つ実践的なセミナーとなるよう、「機関連
携」「人材育成」「危機管理」に焦点を当て、プログラムを作成した。２日目の分科会後に、短時間ながら全体共
有の場をとることで、できるだけ有用な知識の取得を目指した。内閣府が作成している「配偶者からの暴力加害
者対応マニュアル」の概要説明と協議をプログラムに取り入れ、相談現場とマニュアル作成担当との意見交換を
図った。さらに、改正法により市町村においても基本計画策定や支援センター設置が努力義務となっていること
から、基本計画策定の意義や策定過程等の事例報告を取り入れた。 
 参加者からは、「配偶者からの暴力に関する施策や被害者支援の現状がわかった」「機関連携の必要性とノウ
ハウがわかったので、関係づくりに役立てたい」「相談員のケア、研修体制に取り組みたい」等、管理職としての役
割を明確にし、実務に役立つという意見が多く挙げられた。 



�3

 
(1) 参加者について 
①定員 50 名   応募者 68 名（136％）  
②所属内訳  配偶者暴力被害者支援センター36.8％､男女共同参画センター/女性センター38.2％､ 
         行政･警察等 25％ 
③地域バランス：北海道･東北 8 名､関東･甲信越33 名､北陸・東海 7 名､近畿 4 名､中国･四国 10 名､ 
           九州･沖縄 6 名 

(2) 満足度について 
   参加者 88.1％（非常に満足 28.8％ 満足 59.3％） 
(3) 有用度について 

     プログラム有用度 94.4％（非常に有用 40.6％ 有用 53.8％） 
(4) 目標達成度について 

    ・配偶者からの暴力被害者の現状と支援のあり方や方向性を知ることができた。（98.0％） 
    ・暴力について、構造や特質、暴力の影響、被害者の状況等の知識を得ることができた。（95.5％） 
    ・相談事業を実施する機関等の管理職としての責務が明らかになった。（91.5％） 
(5) 今後の課題 
・3年以上の経験者という対象のため、経験やニーズが多様である。特に、即実務に役立つ内容を求
める声が多いため、提供する情報や学習のあり方について、精査し取り組むことが重要と考える。 

・協議を多く設けたことは、予想以上の効果だったので、今後も参加者の主体的な学習を重要視した
い。 

 
８ 都道府県別参加者数 
都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 
北海道 － 埼玉県 10 岐阜県 1 鳥取県 － 佐賀県 1 
青森県 1 千葉県 3 静岡県 1 島根県 － 長崎県 － 
岩手県 3 東京都 4 愛知県 3 岡山県 3 熊本県 － 
宮城県 3 神奈川県 3 三重県 1 広島県 3 大分県 1 
秋田県 1 山梨県 2 滋賀県 1 山口県 － 宮崎県 － 
山形県 － 新潟県 1 京都府 － 徳島県 1 鹿児島県 － 
福島県 － 長野県 1 大阪府 1 香川県 － 沖縄県 1 
茨城県 3 富山県 1 兵庫県 1 愛媛県 2 無回答他 － 
栃木県 3 石川県 － 奈良県 － 高知県 1 合  計 68 
群馬県 3 福井県 － 和歌山県 1 福岡県 3  

 
９ 目標達成度 
                                                                                       (%) 

  非常にそう
思う 少しそう思う あまりそう思

わない 
まったくそう
思わない 合計 

１．暴力について、構造や特質、暴力の影響、
被害者の状況等の知識を得ることができた。 27.3 68.2 4.5 0.0 100.0 

２．暴力の被害者支援の現状と支援のあり方
や方向性を知ることができた。 34.7 63.3 2.0 0.0 100.0 
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３．被害者支援のための、関係機関との連携
ポイントを知ることができた。 29.4 58.8 11.8 0.0 100.0 

４．相談事業を実施する機関等の管理職とし
ての責務が明確になった。 21.3 70.2 8.5 0.0 100.0 

５．全国の配偶者からの暴力に関する相談事
業の統括を行う方との情報交換や交流を行う
ことができた。 

17.8 64.4 15.6 2.2 100.0 

６．全国の配偶者等からの暴力に関する相談
事業を実施する機関等と課題解決に向けた協
力・連携を図るためのネットワークづくりのきっ
かけを得ることができた。 

18.6 51.2 30.2 0.0 100.0 

管理職セミナーシンポジウム

「相談機関のマネジメントとその課題」
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「国立女性教育会館ミニ統計集 日本の女性と男性 2009年」
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情報センター・展示 情報センター・日本女性に関する英語情報のページ
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企画展示
「女性科学者の誕生～　　　　　　　

　　　チャレンジした女性たち～」の様子

全国女性アーカイブ所在
情報データベーストップページ

（http://winet.nwec.jp/w-archive_japan/）
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１ 趣  旨  男女共同参画社会の実現に向けて、開発途上国等において研修成果を普及していく立

場にある女性行政・教育担当者、ＮＧＯのリーダーを対象に、女性の能力開発・人材
育成等の課題を取り上げ参加型の実践的なセミナーを行う。本研修を通して、リーダ
ーの資質向上とその普及に資する能力向上と情報収集を図り、参加者相互が研修の実
施方法を習得するとともに、リーダー同士の国際的なネットワークの形成を図る。

２ 主  題  「女性に対する暴力の撲滅に向けて－有効な支援システムの確立－」

３ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館
 
４ 会  場  国立女性教育会館、内閣府、文部科学省、聖路加看護大学他

５ 期  日  実施期間 平成 21年 10 月 21 日(水）～11月 1日(日） 12日間 
（研修期間 平成 21年 10 月 22 日(木) ～10 月 31 日(土)  10 日間）

６ 対 象 者  国内本部機構職員、研究者、NGO・女性団体リーダー
 
７ 日程・内容 

月日 時 間 プログラム 
10/21（水） 終日 日本到着 
10/22（木） 

  
  
  
  
  
  
  
  
  

  移動（都内→会館） 
9:45～9:55 開会挨拶 

神田道子 国立女性教育会館理事長 
10:00～10:30 プログラムオリエンテーション 

  越智方美 国立女性教育会館研究国際室専門職員 
10:30～11:00 アイスブレーク自己紹介 研修生・NWEC スタッフ 
11:00～12:00 会館概要説明 「国立女性教育会館について」 

和氣太司 国立女性教育会館理事 
12:00～14:00 チェックイン・昼食 
14:00～14:45 「女性教育情報センターと女性アーカイブセンター」 

 江川和子 国立女性教育会館情報課長 
15:00～17:00 講義「人権視点に立つ女性に対する暴力の根絶の取組み」 

戒能民江 お茶の水女子大学理事・副学長  
17:00～18:00 自由時間 
18:30～20:00 歓迎会 

10/23（金） 
  
  
  
  
  

9:00～10:30 
  

講義「国立女性教育会館の DV関連研修事業について」 
 西脇美江子 国立女性教育会館事業課専門職員 

10:45～12:30 カントリーレポートの発表「研修生によるＣＲの発表と討議」 
12:30～13:30 昼食 
13:30～17:00 カントリーレポートの発表  
17:00～17:30 視察のオリエンテーション 



��

10/24（土） 移動（会館→都内） 
 10:00～12:00 視察・講義「外国籍市民コミュニティと連携したサポートシステムの構築」 

シェア＝国際保健協力市民の会 （ＳＨＡＲＥ） 国内保健事業部   
李祥任、TAWAN 内野ナンティヤー 

10/25(日)  自由研究 
10/26（月） 

  
 9:30～11:30 視察・講義「日本の男女平等施策について」 

市川恭子 内閣府男女共同参画局男女共同参画推進官  
14:00～16:00 視察・講義「教育における男女共同参画の取組」 

土井真知 文部科学省生涯学習政策局男女共同参画学習課女性政策調整官 
小林美陽 文部科学省初等中等教育局児童生徒課係長 

10/27（火） 
  
  

10:00～11:30 視察・講義「企業の社会貢献活動としての DV被害者女性たちの支援」 
平尾佳淑 ゴールドマン・サックス証券株式会社・コーポレート・エンゲー 

ジメントヴァイス・プレジデント 
14:00～16:00 視察・講義「医療における DVの早期発見の取組み」 

片岡弥恵子 聖路加看護大学准教授 
移動（都内→会館） 

10/28（水） 10:00～16:30 成果発表のプレゼンテーション作成 
10/29（木） 

  
  
  
  
  

10:00～12:00 成果発表のプレゼンテーション作成 
13:00～15:00 

 
日本文化の紹介（事前学習＝ビデオ視聴『お茶会に招かれて 一期一会』20分） 
NWEC ボランティア 

15:15～16:00 評価会 
16:15～16:45 閉講式 
18:00～20:00 理事長主催食事会 

10/30（金） 
  

 9:00～10:00 講義「平成 20年度 アジア太平洋地域の女性リーダーエンパワーメントセミナ
ーに参加して」 
 ビチュタ・リー 女性とこどものための法的支援 代表 

10/30（金） 10:15～15:00 「国際フォーラム」及び報告書刊行の打ち合わせ 
15:30～15:00 都内に移動  

10/31（土） 13:00～16:30 「女性のエンパワーメント国際フォーラム」 
11/1（日） 帰国 

８ 事業実施概要 
前年度の課題であった、研修成果の公表と還元については下記のとおりに対応した。 
（１） 研修生は最終日に会館が主催した「女性のエンパワーメント国際フォーラム」にパネリストとして

出席し、研修の成果を「女性に対する暴力撲滅に向けての政策提言」として発表をおこなった。 
（２）（１）の発表内容は、「平成 21年度女性のエンパワーメント国際フォーラム」の記録として、日英 

二カ国語の報告書に掲載された。 
（３） 研修生による各国における女性に対する暴力撲滅をめぐる現状と課題に関するカントリーレポート

を研修終了後、会館のホームページ上でダウンロード可能な形式で公表している。カントリーレポー
トは、（２）の報告書にも参考資料として掲載した。 

（４） 平成 20 年度の研修生であるパメラ・シングラ氏（インド、デリー大学）の論文「インドにおける
女性の権利およびジェンダーに基づく暴力――問題と課題」を『国立女性教育会館研究ジャーナル』 
14 号（特集：女性の人権）に掲載した。 

（５） 平成 20年度の研修生である、ビチュタ・リー氏（カンボジア）を平成 21年度講師として招へいし、
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前年度の研修で得た知識・経験を帰国後どのように実践したかを今年度の研修生と共有した。 
（６） 研修員  参加者 11 名 
（７） 国別参加者 

国  名 女性（人） 
バングラディシュ ２ 
インドネシア ２ 
ネパール １ 
タイ １ 
フィリピン ２ 
カンボジア １ 
韓国 １ 
パプアニューギニア １ 

合  計 １１ 
（８） 全体の満足度について 

     100.0%（非常に満足 63.6%  満足 36.4%） 
 （９） プログラムの有用度について 
     100.0%（非常に有用であった 81.8%  少し有用であった 18.2%） 
（10）「平成 21年度 女性のエンパワーメント国際フォーラム」報告書の発行部数 

      ・日本語 1，500 部 
      ・英 語 1，000 部 
（11）『国立女性教育会館研究ジャーナル』14 号の発行部数   1，000 部  

 
９ 目標達成度                                                         （％） 

  十分達成で
きた 

おおむね達
成できた 

あまり達成
できなかっ
た 

達成できな
かった 合 計 

目標１：女性のエンパワーメント促進の
ための知識と実践的スキルが向上で
きた。 

 
63.6 

 
36.4 

 
0.0 

 
0.0 

 
100.0  

目標２：女性のエンパワーメントを促進
するリーダーとしての能力開発ができ
た。 

 
54.5 

 
36.4 

 
9.1 

 
0.0 

 
100.0  

目標３：ＮＷＥＣや他の参加者と共同す
るためのネットワークを構築することが
できた。 

 
90.9 

 
9.1 

 
0.0 

 
0.0 

 
100.0  

 

カントリーレポートの発表(アジアエンパ) 研修成果報告(アジアエンパ)
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女性アーカイブセンターの見学 広島原爆ドームの見学



�1



�2



�3



�4

インタビュー手法の
実習をする研修生

愛知県の女性団体との交流会 農業改良普及員の指導による
食品加工実習
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アーカイブ資料保存方法の見学 成果発表と意見交換会

日本の取組に関する講義と意見交換
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１ 趣  旨  女性の人権、女性の能力開発、人材育成等地球規模の課題をテーマに海外専門家を招

へいし、アジア太平洋地域の課題分析を行い、海外の研究者や行政関係者、女性団体
等指導者との交流を深めるとともに、ネットワークづくりを進める。
今年度のフォーラムにおいては、アジア・太平洋地域の共通の課題である女性に対する

暴力について、海外の研究機関や NGO、国内本部機構などの専門家から最新の国内
外の取組みや実態についての報告を受け、解決に向けた必要な方策について議論を進
める。

２ 主  題  女性に対する暴力の撲滅に向けて 
 
３ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館

４ 後  援  独立行政法人国際協力機構（JICA）

５ 会  場  国際協力機構 JICA研究所

６ 期  日  平成 21年 10月 31日（土）13:00～16:30

７ 対 象 者 行政職員、駐日大使館職員、女性関連施設職員、大学院生、援助関係者等 
 
８ 日程・内容  

月 日 時 間 プログラム 
10/31（土） 13:00～13:20 主催者挨拶 神田道子 国立女性教育会館理事長 
 13:20～14:00 第Ⅰ部 

基調講演 「女性に対する暴力の撲滅に向けて ～フィリピンの経験から～」
講師：シルビア・エストラーダ・クラウディオ（フィリピン大学女

性学研究センター所長） 

 

14:15～16:20 第Ⅱ部 「アジア・太平洋地域の女性リーダーエンパワーメントセミナー」
研修成果報告とパネルディスカッション 
「女性に対する暴力撲滅のための政策提言」 
報告者：平成 21年度「アジア・太平洋地域の女性リーダーエンパワーメ

ントセミナー」研修生 
コメンテーター：

 ・シルビア・エストラーダ・クラウディオ（フィリピン大学女性学研究
センター所長）

 ・ビチュタ・リー（「子どもと女性のための法的支援」ダイレクター）他
質疑応答 

 16:20～16:30 閉会  和氣太司 国立女性教育会館理事 
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９ 事業実施概要 
(1)フォーラム当日におこなわれた議論と質疑応答の内容は、「平成２１年度女性のエンパワーメント

国際フォーラム」の記録として、日英二カ国語の報告書を作成した。 
この報告書（日・英）は会館のホームページ上でも、ダウンロード可能な形式で公表している。 

(2)参加者５３名 （定員 ５０名  応募者 ６２名） 
  (3)「平成２１年度女性のエンパワーメント国際フォーラム」報告書の発行部数 
   ・日本語 １，５００部 
   ・英 語 １，０００部 
（4）全体の満足度について 
    97.7%（非常に満足 34.1%  満足 63.6%） 
（5）プログラムの有用度について 
    第Ⅰ部 基調講演：93.2%（非常に有用であった 47.7% 少し有用であった 45.5%） 
    第Ⅱ部 政策提言とパネルディスカッション： 
             97.9%（非常に有用であった 59.6% 少し有用であった 38.3%） 
 
10 目標達成度                                     （％） 

 

 
そう思う 少しそう思

う 
あまりそう
思わない 

まったくそ
う 思 わ な
い 

合計 

１．女性に対する暴力の現状や課題について知ることがで
きた。 ７７．０ ２０．８ ２．０ ０．０ １００．０

２．研究・仕事・活動に役立つ情報や知識を得ることができ
た。 ５２．１ ４１．９ ６．２ ０．０ １００．０

３．研究・実践から得た情報や経験を他の参加者と交換す
ることができた。 ４１．７ １２．５ ３９．６ ６．２ １００．０

４．課題解決に向けたネットワークづくりができた。 
３５．４ １２．５ ４１．７ １０．４ １００．０

研修成果の発表
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１ 研究目的 
人身取引の国際的、多面的側面に着目し、前年度までの調査研究を踏まえ、特に防止に

向けた教育・啓発に必要とされるグローバルな視野を持った地域の活動との連携・協力に
資する調査研究を行う。    

２ 研究課題 
(1) 女性のエンパワーメント拠点をいかし、包括的に人身取引被害者を保護・支援する

ための幅広いセーフティーネットの構築と連携に関わる現状・課題を把握・分析する。
(2) 日本国内の需要問題削減のために効果的な意識啓発プログラムに関する研究を行う。
(3)  調査研究の成果をもとに参考資料を作成する。

３ 研究計画 
本年度は、２年計画の１年次として、ネットワークを活かして人身取引の問題に教育・

啓発の分野で取り組む活動の事例等を収集し、参考資料を作成する。 

４ 研究体制 
プロジェクト委員

伊藤 公雄 京都大学大学院文学研究科教授
大沢 真理 東京大学社会科学研究所教授
大野 曜 日本女性学習財団理事長
田中 由美子 国際協力機構国際協力専門員
橋本 ヒロ子 十文字学園女子大学社会情報学部教授
羽田野 慶子 福井大学教育地域科学部准教授
原  ひろ子 城西国際大学大学院人文学科学研究科客員教授
坂東 眞理子 昭和女子大学学長
吉田 容子 弁護士・立命館大学法科大学院教授
青山 薫   京都大学 GCOE プログラム助教・国立女性教育会館客員研究員
大槻 奈巳  聖心女子大学文学部准教授・国立女性教育会館客員研究員
高松 香奈  東京大学社会科学研究所特任助教・国立女性教育会館客員研究員
中野 洋恵  国立女性教育会館研究国際室長・主任研究員
渡辺 美穂     同    研究国際室研究員 

国立女性教育会館事務局
中野 洋恵  国立女性教育会館研究国際室長・主任研究員
渡辺 美穂     同    研究国際室研究員
桑原 詩央     同    研究国際室研究事務補佐員

５ 研究期間 
平成 21 年 4 月～平成 22 年 3 月
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６ 研究方法 
  プロジェクト委員会を設置し、主に下記テーマについて研究する。

(1) 地域の拠点施設を通じた実態の把握 
① H19、H20 年度に実施した女性関連施設を対象とした事業プログラムアンケートにおいて、

「外国籍女性やその子どもとの共生、異文化理解、人身取引などの国際人権に関する講
座・事業」を実施したと回答した施設の担当者に事業を実施する上での課題と地域のニー
ズについて、ヒアリング調査を実施する。 

② 同事業プログラムアンケートの質問項目を、国際協力団体等との連携・協力内容に焦点
をあてて作成し、実施する。 

  (2) 関係機関の連携についてのヒアリング調査 
関係省庁や NGO 団体に、人身取引問題の解決に向けた送り出し国等とのネットーワーク

や連携に関する先進的な取り組み・課題解決の方策や活動事例についてのヒアリング調査を
実施する。 

  (3) 課題の整理      
（１）と（２）を踏まえて、グローバルな視野を持った地域の活動との連携・協力についての
課題を整理・分析する。

(4) 参考資料の作成
実態調査や収集事例をもとに、貸出展示パネルの改訂版を作成し、参考資料を作成する。   

７ 進捗状況 
(1) 海外の人身取引防止のための教育・啓発に関する取組について調査 

 米国および米国政府が公表する人身取引報告書で第一階層に位置づけられている受入
国を対象に、人身取引の防止のための教育・啓発に関する取り組みを調べ、ヒアリング調査
を実施し、その結果をまとめた。 

(2) 男女共同参画関連施設に対する、国際的問題に関する事業の取り組みについてのアンケ
ート調査 

     男女共同参画関連施設等に対してアンケート調査を実施し、国際的問題および人身取引
に関する事業への取り組み状況とその課題について実態を分析・把握した。 

      方法は、情報課の女性関連施設等を対象としたデータベース調査の実施に合わせてアン
ケート紙を郵送した。 

(3) 女性関連施設データベースを活用した国際問題・国際交流に関する事業の実施状況調査 
      女性関連施設データベースで、国際問題・国際交流・人身取引等に関する事業の実施

実態を把握した。 
(4) 教育・啓発プログラム 

     人身取引に関する教育・啓発パネルの改訂版を作成した。パネルは、全国の女性関連施
設等での啓発事業17件で活用された。 

    配布可能な貸出パネル用リーフレットを作成。 
全国研究・交流フォーラムで啓発事業を実施。 

 (5) 実績を裏付けるデータ 
①米国にてヒアリング調査を実施（平成21年10月ー11月）した。 
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②展示パネルの改訂版を作成し、全国17事業に展示パネルを貸し出した（平成20年度の貸
出は15事業） 

③展示パネルと貸出できるリーフレットを作成し、パネルの画像とともにHP上に掲載した。 
  

８ 今後の課題 
(1) 諸外国の好事例を分析し、国内の女性関連施設等が地域の活動や若者と連携して実施

することができるプログラムを検討する。 
(2) 貸出パネルをより効果的に啓発事業に活用するためのプログラムを開発・実施する。 

 
 
 
 

 

 

＜ パ ネ ル の 内 容 ＞  
１  女 性 に 対 す る 暴 力 っ て 何 ？  
２  人 身 取 引 っ て 何 ？   
３  人 身 取 引 の 実 態 ： 世 界    
４  人 身 取 引 の 実 態 ： 受 入 国 日 本
５  送 出 国 の 事 情   
６  受 入 国  日 本 の 原 因   
７  日 本 の 人 身 取 引 対 策   
８  保 護 と 起 訴   
９  国 際 化 の す す む 日 本   
1 0  私 に で き る こ と   

パネル「『人身取引』と『女性に対する暴力』をなくすために－最初の一歩は『知ること』から－」

リーフレット





��

Ⅴ　
学
習
支
援
事
業
等



��

NWEC



��

                



��

                  



��



�0

Hej.



�1



�2

50

2



�3



�4



��

こころとからだのリズムを整える 向田邦子　その人生と家族観 比企のスローライフ探訪
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七夕飾りの作成 施設見学案内
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